
 

４日： 満月 旧 ４月 １６日 

 ６日： 芒種 

１８日： 新月 旧 ５月 １日 

２１日： 夏至 

２３日： 沖縄慰霊の日 

 

 

 

 

 

 

 

 再生・蘇生。昨年枝を伐採した栃の木。 

５月３０日、藤の花が目に留まり久し振

りにセンターの庭に脚を踏み入れた。栃の

木も大きな葉を付けよく見ると塔の様な花

も咲いているのが確認できた。 

 

今年は、農作業が早くに進み、一般の芋は

４月下旬に終わり、ビートの移植作業は桜

が散り始めた５月４日で完了しました。そ

してＪＡＳ畑脇にある李（スモモ）の木は

白くなり始めています。 

 ５月５日、李の花の開花に合わせて有機ＪＡ

Ｓ芋の播種の準備を始めました。まずは正転ロ

ータリー掛け。表面の土が粗く見えています。 
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５月７日には、逆回転のロータリー掛け。 

逆回転は、トラクターの進行方向に対してバック

する方向に爪が回転しています。その為、粗い土

の塊は畑の下の方に入り表面には細かい土が出

る様になります。播種作業の畑の仕上げに使って

います。 

 

 

 

 

 

５月７日の夜から芋の播種を始め８日の夕方ま

でには芋の播種作業を完了できました。 

数年前からＪＡＳ畑の作業の目安として李の花

の開花を取り入れています。ちなみに以前目安と

していたカッコウの初鳴きは５月１８日でした。

その一週間前というと５月１１日でこの頃が播種

適期になります。 

今年のＪＡＳ畑の作り方としてヒマワリも赤ビ

ーツもすべて芋の畝幅で作っていますので年度が

変わってもＪＡＳ畑のこの畝で何を作付していた

かがわかりやすくなります。 

５月１５日深耕爪を入れる。 

各畝に３０㎝程の１本の爪と割った地面を均すカ

ゴローラーを５セット付けた機械で芋と芋の間の

通路の土を柔らかくします。１度に４本の芋畝の

両サイドの通路に対して作業します。 

排水性を良くする他に除草作業の意味がありま

す。 

 

 

 

５月２８日 半培土 

 芋の萌芽が始まる前に早期培土を行います。昨

年は、本培土で行いましたが、今年は半培土で行

いました。この方が、２回目の培土の本培土がや

りやすいのではと思っての事。 

雑草の状況に合わせて培土作業・除草作業を進

めて行きます。 

 

 

 


